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私たちは、キリストの愛をもって、日本と世界の助けを必要とする人びとに仕えます

森川 博己

「お前たちは、わたしが飢えていたときに食べさせ、のどが乾いていたときに飲ませ、旅をしていたときに宿を貸し、裸のときに着せ、病気のときに見舞い、牢にいたときに訪ねて
くれたからだ。はっきり言っておく。私の兄弟であるこの最も小さい者の一人にしたのは、私にしてくれたことなのである。」           マタイによる福音書　25章35節～36節、40節

15
一般社団法人

　2月、インドに日本からボランティアを派遣しました。スタッフ3名を含む計 16名が、義足を作るなど奉仕を行いました。詳し
くは5ページをご覧ください。

【この号にはこんな記事が】
宣教師支援「神様の召しに応える」キャロリン・キーナン、2015 年世界の子ども支援チャリティコンサート案内　……2～ 3　　東日本大震

災被災者支援「JELAの奨学金で夢がかなった」（佐藤和香）　……4　　インド・ワークキャンプ「手を差し伸べること」森奈生美　……5　

難民支援「カトリック教会の社会教説と難民保護」小山英之、「難民支援の現場から見えてきた課題」土岐茂里　……6～ 7　　大阪L OVEコ

ンサート報告、第3 回川柳ひろば入選作発表、支援者一覧ほか　……8

JELAインド・ワークキャンプ開催

インド・コルカタのスラムで会った子どもたち。貧しくても明るく元気。
新しい遊具で遊ぶカンボジアの子どもたち
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　毎年秋にアメリカから短期宣教師
（J3）が何名か来日します。JELA の支
援で日本語レッスンなどを半年間受け
た後、そのほとんどは熊本の九州学院
かルーテル学院中学・高等学校で２
年間英語を教えます。また、熊本地区
の日本福音ルーテル教会のための、さ
まざまな奉仕に携わります。九州学院
で 2 年間の奉仕を終えるキャロリン・
キーナンさんは、帰国後に神学校に入
学し、牧師になる道を歩まれます。以
下の便りは、残りわずかとなった日本
での J3 生活の合間に書いてくださっ
たものです。

【世界の子ども支援チャリティコンサート2015】会場と曲目のお知らせ

第12回世界の子ども支援チャリティコンサートを5月から下記の日程で、日本福音
ルーテル教会を会場に行います。
演奏者はおなじみの上野由恵さん（フルート）と、２年ぶりに登場する新井伴典さん
（ギター）のコンビです。今回のプログラムには、「鳥の歌～カザルス」「ブエノスアイレ
ス組曲～プホール」「『三角帽子』より3つの小品～ファリャ」「ハバネラ様式の小品～
ラヴェル」などラテン色豊かな曲が盛り込まれる予定です。皆様のご来場を心よりお
待ちいたしております。

■5月 9日(土)　 14：00～    岡崎教会
■5月10日(日)　13：30～　保谷教会
■5月22日(金)　19：00～　小鹿教会
■5月23日(土)　17：00～　藤が丘教会
■5月29日(金)　19：00～　甲府教会
■6月12日(金)　19：00～　熊本教会
■6月13日(土)　14：00～　鹿児島教会
■6月14日(日)　14：00～　長崎教会
■6月27日(土)　14：00～　刈谷教会
■6月28日(日)　17：00～　松本教会
■7月 5日(日)　 14：00～    神戸東教会

※会場・時間については変更になる場合がございます。JELAもしくは会場教会にご確認ください。
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神様の召しに応える
キャロリン・キーナン

J3

写真中央：キャロリン・キーナンさん」



　毎年秋にアメリカから短期宣教師
（J3）が何名か来日します。JELA の支
援で日本語レッスンなどを半年間受け
た後、そのほとんどは熊本の九州学院
かルーテル学院中学・高等学校で２
年間英語を教えます。また、熊本地区
の日本福音ルーテル教会のための、さ
まざまな奉仕に携わります。九州学院
で 2 年間の奉仕を終えるキャロリン・
キーナンさんは、帰国後に神学校に入
学し、牧師になる道を歩まれます。以
下の便りは、残りわずかとなった日本
での J3 生活の合間に書いてくださっ
たものです。

【世界の子ども支援チャリティコンサート2015】会場と曲目のお知らせ

第12回世界の子ども支援チャリティコンサートを5月から下記の日程で、日本福音
ルーテル教会を会場に行います。
演奏者はおなじみの上野由恵さん（フルート）と、２年ぶりに登場する新井伴典さん
（ギター）のコンビです。今回のプログラムには、「鳥の歌～カザルス」「ブエノスアイレ
ス組曲～プホール」「『三角帽子』より3つの小品～ファリャ」「ハバネラ様式の小品～
ラヴェル」などラテン色豊かな曲が盛り込まれる予定です。皆様のご来場を心よりお
待ちいたしております。

■5月 9日(土)　 14：00～    岡崎教会
■5月10日(日)　13：30～　保谷教会
■5月22日(金)　19：00～　小鹿教会
■5月23日(土)　17：00～　藤が丘教会
■5月29日(金)　19：00～　甲府教会
■6月12日(金)　19：00～　熊本教会
■6月13日(土)　14：00～　鹿児島教会
■6月14日(日)　14：00～　長崎教会
■6月27日(土)　14：00～　刈谷教会
■6月28日(日)　17：00～　松本教会
■7月 5日(日)　 14：00～    神戸東教会

※会場・時間については変更になる場合がございます。JELAもしくは会場教会にご確認ください。

宣教師支援事業

神様の召しに応える
キャロリン・キーナン

J3

写真中央：キャロリン・キーナンさん」



　東日本大震災発生から4 年が経ちまし
た。被災地支援の一つとして JELA は、被
災大学生の佐藤和香さんを入学時から 4
年間支援してまいりました。佐藤さんはこ
の 3月に大学を卒業され、4月から希望
していた幼稚園で働いていらっしゃいま
す。
　以下の便りは、3月18日の大学卒業式
を迎える前に送っていただいたもので
す。
　　　　　　　＊＊＊

　大学入学からあっという間に四年が過
ぎ、卒業となりました。四年間勉学に集中
することができたのもJELA奨学金を受け
ることができたからだと、心から感謝して
おります。
　私が大学四年に上がる際、弟も私と同
じ大学へ入学しました。私が JELA から学
費の全額支援を受けることができていな
かったら、弟は夢を追うために大学へ入学
することはできなかったかもしれません。
弟は人間心理学科へ入学し、心理カウン
セラーへの夢を追っています。
　就職内定・卒業が決まり、母を始め家
族みんなが胸をなで下ろしています。私も
希望していた幼稚園から内定をいただ

き、研修をしております。夢を叶えることが
できたのもJELA奨学金を受けることがで
きたからだと、とても感謝しています。
　三年生からは保育実習・幼稚園実習
が始まりました。初めての現場であり、緊
張と不安で失敗を繰り返し、押し潰されそ
うになりました。小さな命を預かるという
仕事の責任の大きさを痛感しました。ま
た、この二つの実習を通して、保育士では
なく幼稚園教諭になりたいと思うようにな
りました。理由は多数ありましたが、一番
は、短い時間であっても、きちんと子どもた
ちと向き合いたいと思ったからでした。保
育所のように長時間保育をしていると、周
りに目を配り切れていない自分がいること
に気付きました。そのため幼稚園実習へ行
き、幼稚園へと就職希望先が変わりまし
た。
　四年生からは卒業論文に少しずつ取り
組むようになりました。東義也先生のもと、
それぞれが自由なテーマで研究を進めま
した。私は「共感」について研究をしまし
た。子どもとコミュニケーションを取る上で
「共感」が大切になってくるのではないかと
考えたからです。研究を進めていく中で、テ
レビアニメの「ドラえもん」と「クレヨンしん
ちゃん」を取り上げました。長い間親しま

れ、子どもと一緒に気
軽に見られるためで
す。この研究を通し
て、幼い頃に感じた
共感の有無は、小学
校・中学校になった
頃に影響が出てくる
と考察しました。まだ
研究途上であり、実
践体験を増やしてい
き、より学びを深め
ていきたいです。

　三月になり、幼稚園での研修が始まりま
した。大学入学当初は地元での就職を希
望していましたが、家族と相談の結果、大
学がある宮城県内での就職となりました。
務める地域が違っても、子どもたちのため
に働くということに違いはありません。かね
てより希望していた保育業に就職できるこ
とを、とても嬉しく感じています。私だけで
なく母、祖父母もとても喜んでくれ、勤務地
が地元でなくとも応援してくれています。少
しずつではありますが幼稚園に訪問するよ
うになり、机上の知識ばかりでなく、学ぶこ
とがたくさんあることを実感しております。
　本格的な勤務は四月からですが子ども
たちと少しずつ接しながら慣れていこうと
しているところです。配属はまだ決まってい
ませんが、いずれにせよ子どもたちのため
に尽力していきたいと思っています。新米
保育者として先輩方、子どもたちからたくさ
んのことを学び、子どもたちから信頼され
る保育者になりたいと思います。また、
JELA 奨学金で支えていただいた恩を、幼
稚園の子どもたちのために働くという形で
返していきたいです。（了）
　　　　　　＊＊＊

　JELAは東日本大震災被災者支援として、仮
設住宅等でのスピリチャルケアを重視していま
す。今後は、リラ・プレカリア修了生によるハー
プと歌の祈りを実践してまいりますので、ご支援
のほどよろしくお願い申し上げます。

JELA 奨学金を提供した東日本大震災被災地の大学生が卒業し就職しました

JELAの奨学金で夢がかなった
尚絅学院大学総合人間科学部子ども学科 4年生（執筆当時）
佐藤　和香

　インド・ワークキャンプを2月12日（木）～
　22日（日）11日間の日程で行いました。出発

直前には、IS（Islamic State。いわゆる「イスラム

国」）による邦人殺害事件がありました。インド

総領事館に問い合わせるなど現地の事情を把

握した上で、参加者には細心の注意を払って

行動してもらい、スタッフ3名を含む計16人

が無事に帰国しました。皆様のお祈りを感謝い

たします。

　今回のキャンプは、CRHP（Comprehensive 

Rural Heath Project= 病院を基盤として総合的

に人々の健康維持に取り組む非営利組織）で

主に義足作りのボランティアをしました。

　この号では、ルーテルむさしの教会員で大

学生の森奈生美（もり・なおみ）さんはの感想

文を掲載いたします。他の参加者の感想は、次

号 (8月発行 )にまとめて掲載予定です。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
【ラトナマラさんとの出会い】　
　今回のワークキャンプでは、私たちが滞
在した CRHP で行われている素晴らしい
働きの数々を、存分に感じ取ることができ
た。CRHP はインドの抱える問題を受け入
れ、貧しさの中にある人々に手を差し伸べ
ることによって、その人の人生を変え、その
村を変えていく。
　中でも、CRHP が干ばつ地域での農業
モデルとして運営している農場で働く女性
の話は、私にとってCRHPの働きの大きさ
を鮮明に伝えるものとして心に響いた。そ
の女性の名はラトナマラ（写真下）、「神様
の首飾り」という意味だ。その名にふさわし
く、彼女の瞳は美しく輝き、話す姿は大変
凛としていた。彼女は、自らの過酷な人生
とそこにおける神様の導きを語ることで、
モデル農場におけるCRHPの働きと、イン
ドの抱える根深い問題の一つである女性
の自立について示してくれた。

【貧困とHIV】
　ラトナマラの家は貧し
く、他の多くのインドの貧
困家庭の例に漏れず、娘
よりも息子を大切にした。
女の子だからと、初期に
教育を打ち切られそうに
なった。それでも良き教
師との出会いから、なん

とか、上の姉妹より長く学校に通うことがで
きた。しかし、慣習として女性側の家が負
担するダウリー（身支度金）制度のため、皮
肉にも高等教育を受けたが故に結婚相手
探しは困難を伴い、やっと見つかった夫も
結婚後HIV感染が判明し、苦難が続いた。
　彼女と夫と子供は、HIVを理由に、行く
先々で人々から、家族からさえも拒絶され
た。仕事や住む場所にも困るほどであっ
た。人々から避けられ続けた上に、旦那と
子供を亡くすと、生きる意味を失い、彼女
は毒を飲んだ。病院に運ばれなんとか一
命を取り留めた彼女は、息子の死亡日を
記録しに来たヘルスワーカーを通じて、
CRHPと出会った。
　CRHPの提案によりモデル農場で働くよ

うになってからも、彼女の傷は簡単には癒
えなかった。ところが、CRHPの医師らと対
話を重ねる中で、「今までの人生の中で、神
様を信じなくなっていた」という彼女も、神
と出会い、かつて自らを拒絶した人々を赦
すことができるまでになった。心のケアと薬
が効き、ラトナマラは現在、モデル農場で
責任ある仕事をしながら、養女を立派に育
て、更には HIV 患者のカウンセリングもし
ている。
　彼女の人生の過酷さを、私は知らない。
話に聞いて想像することはできても、彼女
の幾度もの絶望に共感することも、HIVを
肩代わりすることもできない。私ができる
のは、彼女に敬意を示し、その強さに学び、
自らの糧とすることである。CRHPが彼女に
手を差し伸べ、彼女がいま他のHIV感染

者に手を差し伸べているように、私も誰か
に手を差し伸べるのだ、という気持ちが湧
いてきた。あとはこれを行動に移すことで
ある。

【「手を差し伸べる」生き方】
　インドの抱える貧困、その背景にある
数々の問題の根深さに、私は大きな衝撃
を受けた。課題だらけのインドの現状に、
世界の厳しさを感じた。しかしその一方
で、義足作りをはじめとし、種々のワークを
通じて、CRHPの「手を差し伸べる」活動に
交わり、加わる経験を得た。そして、使命を
持って生きる人々の持つ力強さ、与える影
響の大きさを知った。
　インドに限らず、差し伸べられる手を必
要としている人は、世界に沢山いる。恵ま
れた環境にあっても、人は必ず誰かの手
が必要になるときがある。両腕いっぱいに
持ち物を独り占めするのではなく、いつで
もすっと差し出せる手を持った生き方をし
たい。インドに行って、そんな気持ちになっ
た。

【私にできること】
　ひたすらに恵みを享受し続けた学生の
身分を終え、社会人として働くようになる
節目のこの時期に、インド・ワークキャン
プに参加できたことを、大変感謝してい
る。すぐにすべてを投げ打った奉仕の人生
を決断できるほどの勇気はないが、これま
で培ってきた少しの知識とこれからのサラ
リーマン生活で得られる経験を、ただただ
自分のものにするのではなく、他者に差し
伸べる手のエネルギーとしていきたい。
CRHP のように一人の人生や一つの村を
丸ごと救うことはまだ難しいが、微力なが
らも貧しさや弱さの中にある人々の力にな
りたい。自らのことで手一杯になってしまっ
たときには、CRHP の働きやラトナマラの
話を振り返ることで、今の自分は誰にどん
な手を差し伸べることができるだろうか、
としっかり思い直す時間を持ちたい。

＊JELAでは今夏「アメリカ・グループ・ワークキャンプ」
に 14～ 20 歳の青年を派遣します。応募締切は 4月
末日です。詳しくは、7ページをご覧ください。
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頃に影響が出てくる
と考察しました。まだ
研究途上であり、実
践体験を増やしてい
き、より学びを深め
ていきたいです。

　三月になり、幼稚園での研修が始まりま
した。大学入学当初は地元での就職を希
望していましたが、家族と相談の結果、大
学がある宮城県内での就職となりました。
務める地域が違っても、子どもたちのため
に働くということに違いはありません。かね
てより希望していた保育業に就職できるこ
とを、とても嬉しく感じています。私だけで
なく母、祖父母もとても喜んでくれ、勤務地
が地元でなくとも応援してくれています。少
しずつではありますが幼稚園に訪問するよ
うになり、机上の知識ばかりでなく、学ぶこ
とがたくさんあることを実感しております。
　本格的な勤務は四月からですが子ども
たちと少しずつ接しながら慣れていこうと
しているところです。配属はまだ決まってい
ませんが、いずれにせよ子どもたちのため
に尽力していきたいと思っています。新米
保育者として先輩方、子どもたちからたくさ
んのことを学び、子どもたちから信頼され
る保育者になりたいと思います。また、
JELA 奨学金で支えていただいた恩を、幼
稚園の子どもたちのために働くという形で
返していきたいです。（了）
　　　　　　＊＊＊

　JELAは東日本大震災被災者支援として、仮
設住宅等でのスピリチャルケアを重視していま
す。今後は、リラ・プレカリア修了生によるハー
プと歌の祈りを実践してまいりますので、ご支援
のほどよろしくお願い申し上げます。

JELA 奨学金を提供した東日本大震災被災地の大学生が卒業し就職しました

JELAの奨学金で夢がかなった
尚絅学院大学総合人間科学部子ども学科 4年生（執筆当時）
佐藤　和香

　インド・ワークキャンプを2月12日（木）～
　22日（日）11日間の日程で行いました。出発

直前には、IS（Islamic State。いわゆる「イスラム

国」）による邦人殺害事件がありました。インド

総領事館に問い合わせるなど現地の事情を把

握した上で、参加者には細心の注意を払って

行動してもらい、スタッフ3名を含む計16人

が無事に帰国しました。皆様のお祈りを感謝い

たします。

　今回のキャンプは、CRHP（Comprehensive 

Rural Heath Project= 病院を基盤として総合的

に人々の健康維持に取り組む非営利組織）で

主に義足作りのボランティアをしました。

　この号では、ルーテルむさしの教会員で大

学生の森奈生美（もり・なおみ）さんはの感想

文を掲載いたします。他の参加者の感想は、次

号 (8月発行 )にまとめて掲載予定です。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
【ラトナマラさんとの出会い】　
　今回のワークキャンプでは、私たちが滞
在した CRHP で行われている素晴らしい
働きの数々を、存分に感じ取ることができ
た。CRHP はインドの抱える問題を受け入
れ、貧しさの中にある人々に手を差し伸べ
ることによって、その人の人生を変え、その
村を変えていく。
　中でも、CRHP が干ばつ地域での農業
モデルとして運営している農場で働く女性
の話は、私にとってCRHPの働きの大きさ
を鮮明に伝えるものとして心に響いた。そ
の女性の名はラトナマラ（写真下）、「神様
の首飾り」という意味だ。その名にふさわし
く、彼女の瞳は美しく輝き、話す姿は大変
凛としていた。彼女は、自らの過酷な人生
とそこにおける神様の導きを語ることで、
モデル農場におけるCRHPの働きと、イン
ドの抱える根深い問題の一つである女性
の自立について示してくれた。

【貧困とHIV】
　ラトナマラの家は貧し
く、他の多くのインドの貧
困家庭の例に漏れず、娘
よりも息子を大切にした。
女の子だからと、初期に
教育を打ち切られそうに
なった。それでも良き教
師との出会いから、なん

とか、上の姉妹より長く学校に通うことがで
きた。しかし、慣習として女性側の家が負
担するダウリー（身支度金）制度のため、皮
肉にも高等教育を受けたが故に結婚相手
探しは困難を伴い、やっと見つかった夫も
結婚後HIV感染が判明し、苦難が続いた。
　彼女と夫と子供は、HIVを理由に、行く
先々で人々から、家族からさえも拒絶され
た。仕事や住む場所にも困るほどであっ
た。人々から避けられ続けた上に、旦那と
子供を亡くすと、生きる意味を失い、彼女
は毒を飲んだ。病院に運ばれなんとか一
命を取り留めた彼女は、息子の死亡日を
記録しに来たヘルスワーカーを通じて、
CRHPと出会った。
　CRHPの提案によりモデル農場で働くよ

うになってからも、彼女の傷は簡単には癒
えなかった。ところが、CRHPの医師らと対
話を重ねる中で、「今までの人生の中で、神
様を信じなくなっていた」という彼女も、神
と出会い、かつて自らを拒絶した人々を赦
すことができるまでになった。心のケアと薬
が効き、ラトナマラは現在、モデル農場で
責任ある仕事をしながら、養女を立派に育
て、更には HIV 患者のカウンセリングもし
ている。
　彼女の人生の過酷さを、私は知らない。
話に聞いて想像することはできても、彼女
の幾度もの絶望に共感することも、HIVを
肩代わりすることもできない。私ができる
のは、彼女に敬意を示し、その強さに学び、
自らの糧とすることである。CRHPが彼女に
手を差し伸べ、彼女がいま他のHIV感染

者に手を差し伸べているように、私も誰か
に手を差し伸べるのだ、という気持ちが湧
いてきた。あとはこれを行動に移すことで
ある。

【「手を差し伸べる」生き方】
　インドの抱える貧困、その背景にある
数々の問題の根深さに、私は大きな衝撃
を受けた。課題だらけのインドの現状に、
世界の厳しさを感じた。しかしその一方
で、義足作りをはじめとし、種々のワークを
通じて、CRHPの「手を差し伸べる」活動に
交わり、加わる経験を得た。そして、使命を
持って生きる人々の持つ力強さ、与える影
響の大きさを知った。
　インドに限らず、差し伸べられる手を必
要としている人は、世界に沢山いる。恵ま
れた環境にあっても、人は必ず誰かの手
が必要になるときがある。両腕いっぱいに
持ち物を独り占めするのではなく、いつで
もすっと差し出せる手を持った生き方をし
たい。インドに行って、そんな気持ちになっ
た。

【私にできること】
　ひたすらに恵みを享受し続けた学生の
身分を終え、社会人として働くようになる
節目のこの時期に、インド・ワークキャン
プに参加できたことを、大変感謝してい
る。すぐにすべてを投げ打った奉仕の人生
を決断できるほどの勇気はないが、これま
で培ってきた少しの知識とこれからのサラ
リーマン生活で得られる経験を、ただただ
自分のものにするのではなく、他者に差し
伸べる手のエネルギーとしていきたい。
CRHP のように一人の人生や一つの村を
丸ごと救うことはまだ難しいが、微力なが
らも貧しさや弱さの中にある人々の力にな
りたい。自らのことで手一杯になってしまっ
たときには、CRHP の働きやラトナマラの
話を振り返ることで、今の自分は誰にどん
な手を差し伸べることができるだろうか、
としっかり思い直す時間を持ちたい。

＊JELAでは今夏「アメリカ・グループ・ワークキャンプ」
に 14～ 20 歳の青年を派遣します。応募締切は 4月
末日です。詳しくは、7ページをご覧ください。

「手を差し伸べること」
　　　　　　　　　　　　森　奈生美

尚絅学院大学オーケストラでフルートを担当。右から二人目が佐藤さん



自宅でルーテル学院大学の学生を指導するキャロルさん

　日本で難民支援に従事しているさまざまな
組織の活動をこの紙面でご紹介しています

が、今回は、キリスト教界にあって積極的に社

会問題に取り組むカトリック教会を取り上げま

す。ご寄稿いただいたのは上智大学神学部准

教授の小山英之さん（イエズス会司祭）。

　小山さんはイエズス会社会司牧センターを

代表して、JELAも加盟する難民支援の連合組

織『なんみんフォーラム』（FRJ=Forum for 

Refugees Japan）でご活躍されています。FRJ

には他にも、カトリック東京国際センター

（CTIC）、カリタスジャパン、日本カトリック難民

移住移動者委員会（JCaRM）といったカトリック

系の組織が多数参画しており、以下の記事か

ら、カトリック教会の難民支援の考え方の基盤

を知っていただけると幸いです。

カトリック教会の社会教説と難民保護
イエズス会司祭
上智大学神学部神学科准教授
小山　英之

　教皇レオ１３世は、産
業革命後の著しく異な
る生活環境にある貧し

い労働者階級の人々の境遇に対して深い
気づかいを表し、１８９１年に回勅『レー
ルム・ノヴァルム』を発布しました。それ
が教会を貧しい人々の側に置く、社会教
説と呼ばれる最初の文書でした。

　難民についてはっきりと言及されるの
は、第２バチカン公会議を招集した教皇
ヨハネ23世によってです。「わたしの心に
神が植えつけた万人に向けての父として
の愛により、わたしは政治難民の現象を
考察するとき、深い悲しみを覚えます。こ
の現象は、大規模なものになっており、そ
の中には必ず、はかりしれない痛ましい苦
しみが潜んでいます。（中略）ここで、政治
難民が人間であり、人間としてのあらゆる
権利が認められるべきであることを思い
起こしたいと思います。本来所属していた
政治共同体の市民権を喪失したことで、

難民がこれらの権利を失うようなことは
いっさいありません。人間の権利の中に
は、自分と家族がより適切な将来を見い
だしうると思われる政治共同体に移住す
る権利が含まれます。したがって、正確に
理解された共通善が許すかぎり、政治共
同体には移住者を受け入れる義務も、難
民が新しい社会に溶け込むことを助ける
義務もあります」（『パーチェム・イン・テ
リス』1963年、57）。

　こうした社会教説を通して教会は、信仰
とは、「霊的な次元にかかわることであっ
て、この世の事柄にはかかわらなくてもよ
いということではない」ということを訴え続
けてきました。教皇パウロ６世は次のよう
に述べています。「教会が解放を説き、そ
のために働き苦しむすべての人 と々連帯
するとき、教会固有の使命が、宗教的な分
野にのみ限定され、人々の現世的問題は
顧みない、ということは許されないので
す」（使徒的勧告『福音宣教』1975年、34)

　そうしたカトリック教会の歴史の流れの
中でカトリックの修道会のひとつ、イエズ
ス会の総長アルぺ神父は、「何千人もの
ボートピープルと難民の窮状に強い衝撃
を受け、心を動かされ」、コンパション（憐
みの思い）から1980年11月14日、『イ
エズス会難民サービス』（Jesuit Refugee 
service-JRS）を創設しました。それからJRS
は34年間にわたって、難民たちと共にあ
り（accompany）、彼ら／彼女らに奉仕し
（serve）、彼ら／彼女らの人権を擁護して
きました（advocate）。UNHCR のパート
ナーとして現在全世界 50 か国以上の
国々で難民支援のためのさまざまな活
動、教育支援、カウンセリング、精神衛生の
プログラム、暴力に苦しむ女性を保護する
場の提供などを行っています。ケニアのカ
クマ難民キャンプではアメリカの大学と連
携してインターネットで大学の講義にあ
ずからせ、卒業証書も授けています。日本
では、『なんみんフォーラム』（FRJ）のメン
バーに入れていただき、無料法律相談を
提供しています。また、健康保険がなく、外
務省から保護費も受け取れない難民申請
者のためにマリア・メディカルサポート基

金を2013 年 11月に設立しました。１年
間で約 200 件の申請があり、2,761,624
円を使用しました。その他、カトリック東京
国際センター（CTIC）も移住者・難民のた
めのさまざまな奉仕をしてきました。JELA
の活動も同じく教会の貧しい人々へ奉仕
する活動で、日本における難民保護の欠く
べからざる重要な役割を果たされていま
す。
　　
　現教皇フランシスコも回勅『福音の喜
び』（2014年）の中で次のように訴えてい
ます。「新たなかたちで現れている貧困と
弱さに密に接するために、心を砕かなけ
ればなりません。見かけ上それらは、具体
的な益を直ちにもたらすものではありませ
んが、そこにおられる苦しむキリストに気
づくよう、わたしたちは招かれているので
す。すなわち、家のない人、依存症の人、難
民、先住民族、孤独のうちに見捨てられて
しまう高齢者などのことです。移住者の問
題が、わたしにたちに特別な課題を突き
つけています。わたしは、国境をもたない
教会、すべての者の母である教会の司牧
者であるからです。ですからわたしは、寛
大に門戸を開くよう各国にお願いします。
それは新たな文化的総合を創造しうるも
のです」（210）。

　上の写真は、ローマの JRS 本部に送ら
れてきたクリスマスカードで、今も片づけ
られずに置かれているものです。イエス誕
生の時に飼い葉おけに使われた木は、彼
が後に背負うことになる十字架に使われ
た木の予兆です。十字架にかけられたイ
エスを抱擁している像は、難民たちに同
伴し、十字架にかけられた人々に愛の手
を差しのべる教会の姿をとらえたもので
あり、私たちもそうありたいと強く願ってい
ます。（小山英之著、『教会の社会教説　貧しい人々
のための優先的選択』、教文館、2013年参照）

難民支援の現場から見えてきた課題
認定NPO法人難民支援協会
支援事業部　土岐茂里

　私が仕事のなかで難民のＡさん（仮名）
と出会ったのは、太陽が照りつける夏の暑
い日でした。今でもその日のことはよく覚
えています。私はＡさんと初めて一緒に病
院に行くことになっており、病院近くの駅
で待ち合わせをしました。日本語がすごく
お上手で、道すがら、体調が良くないこと、
ずっと家で一人で過ごしていることなどを
話してくれました。一日じゅう誰とも話さな
い日もあり、今日も私と話すのが初めてだ
と話してくれました。

　Ａさんは東南アジアの出身で、日本に
来てから既に数年経過していました。来日
後に難民申請をし、法務省からの結果を
待っている状況が数年間続いていまし
た。今の日本の制度では、難民申請をして
からその結果が出るまでに、平均して 2
～ 3 年かかります。Ａさんは政府から生
活費や家賃サポートを受けながら生活を
していましたが、その公的支援も数か月前
に打ち切りになってしまっていました。在
留資格がないために就労許可は得られ
ず、仕事をすることができないため、自活
することは困難でした。それで、弊団体より
JELA にご相談させていただき、ジェラハ
ウスに入居させていただくことができまし
た。その後は、生活費は弊団体でサポート
しつつ、難民申請の結果が出るのを待つ
日々が続きました。

　ところが、あるときから、食欲がなく数か
月間のうちに急激に体重が減少してしま
い、また、以前はご自分で歩くことができて
いたのが、段 と々歩くことも難しくなり、最
終的には車いすで移動するようになって
しまいました。在留資格がなく、国民健康

保険への加入もできなかったため、医療
費の支払いが心配で満足に医療にもかか
れないという状況でした。病状が心配なた
め、一度大きな病院に行ってみましょうと
ご本人と話し、東京都の無料低額診療事
業を通して総合病院を探してもらうことに
なりました。
　少したって受け入れ病院が見つかり、ス
タッフと一緒に受診することになりました。
いろいろな検査をし、その結果、最終的に
末期のがんが見つかりました。医師から
は、病状の説明、積極的な治療は難しいと
の話とともに余命についても言及がありま
した。ご本人は黙って医師の話に耳を傾
けておられましたが、ショックだったと思
います。受診後に病院のソーシャルワー
カーを交えて話し、国にはご家族がおら
れ、少しでも残された時間を自分の国で
家族と過ごしたい、本国に帰りたいとはっ
きりとした口調でおっしゃいました。

　その後は、帰国が実現するよう、一緒に
大使館と入国管理局へ行き、帰国に必要
な書類を得るなどの手続きを幣団体で進
めました。ご本人は日に日に衰弱が激しく
なり、一人で立ち上がることもできない状
態になってしまったのですが、介護保険や
介護ヘルパーなども使うことができない
ため、買い物・掃除・洗濯や入浴など身
の回りの世話は、弊団体スタッフとボラン
ティアが週 2～ 3 回お部屋を訪問しサ
ポートしていました。

　ある日、JELAがリラ・プレカリアのキャロ
ルさんをジェラハウスに連れて来てくださり、
ご本人のお部屋でハープの演奏をしてくだ
さったこともありました。  その際にもらった
ハープ演奏のCDを、ご本人は嬉しそうにお
部屋で流されていたのを覚えています。

　がんが判明してから約 2 か月後、Ａさ
んは弊団体スタッフ同行のもと、本国へ帰
国されました。この二人分の航空運賃は
JELA がご支援くださいました。空港に迎
えに来た家族をご覧になったときのＡさ
んの笑顔は忘れられないものだった、と同
行したスタッフから報告を受けています。
しかし、ほどなくして本国のご家族より、Ａ
さんが亡くなられたとの報告を受けまし
た。残念なことですが、Ａさんにとっては
生まれ故郷で家族に見守られながら息を引
き取ることができて幸せだったと思います。

　日本にいる難民の方々の高齢化も進ん
できています。今後、日本に家族がいない
ため、Ａさんのように介護が必要になって
くるケースも出てくると思います。言葉や
文化の違いから日本社会からも孤立して
しまい、必要な社会保障へのアクセスも限
られていますが、少しでも多くの難民の
方々が人間らしい生活ができるよう、弊団
体では政策提言も含めた働きかけを継続
しつつ、生活・法律両面でのサポートを
続けて参りたいと思っております。

難民支援

締切り迫る！
2015米国グループ・ワークキャンプ参加者募集中
　　　　参加者を５～10名前後募集します。
　　　申込期限は2015年4月末日（必着）
◆　派遣期間：2015年7月23日（木）～8月5日（水）

◆　内　　容：ニューヨーク州（またはその近辺の州）でのホーム

ステイとワークキャンプ（家屋修繕、聖書の学び等を通して信仰的･

人間的成長を促すプログラム）に参加。

◆　参加費用：20万円　*値下げしました。

パスポート・ビザ取得費用、海外旅行保険費用、派遣確定者説明

会会場及び出発・帰国時の集合場所（成田空港）から居住地まで

の交通費や、前泊・後泊する場合の宿泊費用については、上記の

参加費とは別に個人負担となります。

◆　問合せ・申込用紙請求先：

　　　JELAアメリカ・ワークキャンプ係り（窓口：星崎、奈良部）

　　　電話：03-3447-1521／ファクス：03-3447-1523／　

　　　E-mail: jela@jela.or.jp

※募集要項の詳細は、JELAホームページ（www.jela.or.jp）でも公

開中です。ご覧ください。皆様のご参加をお待ちしています。

日本を去るAさん

リラ・プレカリアのキャロルさん

難民と相談する土岐さん



自宅でルーテル学院大学の学生を指導するキャロルさん

　日本で難民支援に従事しているさまざまな
組織の活動をこの紙面でご紹介しています

が、今回は、キリスト教界にあって積極的に社

会問題に取り組むカトリック教会を取り上げま

す。ご寄稿いただいたのは上智大学神学部准

教授の小山英之さん（イエズス会司祭）。

　小山さんはイエズス会社会司牧センターを

代表して、JELAも加盟する難民支援の連合組

織『なんみんフォーラム』（FRJ=Forum for 

Refugees Japan）でご活躍されています。FRJ

には他にも、カトリック東京国際センター

（CTIC）、カリタスジャパン、日本カトリック難民

移住移動者委員会（JCaRM）といったカトリック

系の組織が多数参画しており、以下の記事か

ら、カトリック教会の難民支援の考え方の基盤

を知っていただけると幸いです。

カトリック教会の社会教説と難民保護
イエズス会司祭
上智大学神学部神学科准教授
小山　英之

　教皇レオ１３世は、産
業革命後の著しく異な
る生活環境にある貧し

い労働者階級の人々の境遇に対して深い
気づかいを表し、１８９１年に回勅『レー
ルム・ノヴァルム』を発布しました。それ
が教会を貧しい人々の側に置く、社会教
説と呼ばれる最初の文書でした。

　難民についてはっきりと言及されるの
は、第２バチカン公会議を招集した教皇
ヨハネ23世によってです。「わたしの心に
神が植えつけた万人に向けての父として
の愛により、わたしは政治難民の現象を
考察するとき、深い悲しみを覚えます。こ
の現象は、大規模なものになっており、そ
の中には必ず、はかりしれない痛ましい苦
しみが潜んでいます。（中略）ここで、政治
難民が人間であり、人間としてのあらゆる
権利が認められるべきであることを思い
起こしたいと思います。本来所属していた
政治共同体の市民権を喪失したことで、

難民がこれらの権利を失うようなことは
いっさいありません。人間の権利の中に
は、自分と家族がより適切な将来を見い
だしうると思われる政治共同体に移住す
る権利が含まれます。したがって、正確に
理解された共通善が許すかぎり、政治共
同体には移住者を受け入れる義務も、難
民が新しい社会に溶け込むことを助ける
義務もあります」（『パーチェム・イン・テ
リス』1963年、57）。

　こうした社会教説を通して教会は、信仰
とは、「霊的な次元にかかわることであっ
て、この世の事柄にはかかわらなくてもよ
いということではない」ということを訴え続
けてきました。教皇パウロ６世は次のよう
に述べています。「教会が解放を説き、そ
のために働き苦しむすべての人 と々連帯
するとき、教会固有の使命が、宗教的な分
野にのみ限定され、人々の現世的問題は
顧みない、ということは許されないので
す」（使徒的勧告『福音宣教』1975年、34)

　そうしたカトリック教会の歴史の流れの
中でカトリックの修道会のひとつ、イエズ
ス会の総長アルぺ神父は、「何千人もの
ボートピープルと難民の窮状に強い衝撃
を受け、心を動かされ」、コンパション（憐
みの思い）から1980年11月14日、『イ
エズス会難民サービス』（Jesuit Refugee 
service-JRS）を創設しました。それからJRS
は34年間にわたって、難民たちと共にあ
り（accompany）、彼ら／彼女らに奉仕し
（serve）、彼ら／彼女らの人権を擁護して
きました（advocate）。UNHCR のパート
ナーとして現在全世界 50 か国以上の
国々で難民支援のためのさまざまな活
動、教育支援、カウンセリング、精神衛生の
プログラム、暴力に苦しむ女性を保護する
場の提供などを行っています。ケニアのカ
クマ難民キャンプではアメリカの大学と連
携してインターネットで大学の講義にあ
ずからせ、卒業証書も授けています。日本
では、『なんみんフォーラム』（FRJ）のメン
バーに入れていただき、無料法律相談を
提供しています。また、健康保険がなく、外
務省から保護費も受け取れない難民申請
者のためにマリア・メディカルサポート基

金を2013 年 11月に設立しました。１年
間で約 200 件の申請があり、2,761,624
円を使用しました。その他、カトリック東京
国際センター（CTIC）も移住者・難民のた
めのさまざまな奉仕をしてきました。JELA
の活動も同じく教会の貧しい人々へ奉仕
する活動で、日本における難民保護の欠く
べからざる重要な役割を果たされていま
す。
　　
　現教皇フランシスコも回勅『福音の喜
び』（2014年）の中で次のように訴えてい
ます。「新たなかたちで現れている貧困と
弱さに密に接するために、心を砕かなけ
ればなりません。見かけ上それらは、具体
的な益を直ちにもたらすものではありませ
んが、そこにおられる苦しむキリストに気
づくよう、わたしたちは招かれているので
す。すなわち、家のない人、依存症の人、難
民、先住民族、孤独のうちに見捨てられて
しまう高齢者などのことです。移住者の問
題が、わたしにたちに特別な課題を突き
つけています。わたしは、国境をもたない
教会、すべての者の母である教会の司牧
者であるからです。ですからわたしは、寛
大に門戸を開くよう各国にお願いします。
それは新たな文化的総合を創造しうるも
のです」（210）。

　上の写真は、ローマの JRS 本部に送ら
れてきたクリスマスカードで、今も片づけ
られずに置かれているものです。イエス誕
生の時に飼い葉おけに使われた木は、彼
が後に背負うことになる十字架に使われ
た木の予兆です。十字架にかけられたイ
エスを抱擁している像は、難民たちに同
伴し、十字架にかけられた人々に愛の手
を差しのべる教会の姿をとらえたもので
あり、私たちもそうありたいと強く願ってい
ます。（小山英之著、『教会の社会教説　貧しい人々
のための優先的選択』、教文館、2013年参照）

難民支援の現場から見えてきた課題
認定NPO法人難民支援協会
支援事業部　土岐茂里

　私が仕事のなかで難民のＡさん（仮名）
と出会ったのは、太陽が照りつける夏の暑
い日でした。今でもその日のことはよく覚
えています。私はＡさんと初めて一緒に病
院に行くことになっており、病院近くの駅
で待ち合わせをしました。日本語がすごく
お上手で、道すがら、体調が良くないこと、
ずっと家で一人で過ごしていることなどを
話してくれました。一日じゅう誰とも話さな
い日もあり、今日も私と話すのが初めてだ
と話してくれました。

　Ａさんは東南アジアの出身で、日本に
来てから既に数年経過していました。来日
後に難民申請をし、法務省からの結果を
待っている状況が数年間続いていまし
た。今の日本の制度では、難民申請をして
からその結果が出るまでに、平均して 2
～ 3 年かかります。Ａさんは政府から生
活費や家賃サポートを受けながら生活を
していましたが、その公的支援も数か月前
に打ち切りになってしまっていました。在
留資格がないために就労許可は得られ
ず、仕事をすることができないため、自活
することは困難でした。それで、弊団体より
JELA にご相談させていただき、ジェラハ
ウスに入居させていただくことができまし
た。その後は、生活費は弊団体でサポート
しつつ、難民申請の結果が出るのを待つ
日々が続きました。

　ところが、あるときから、食欲がなく数か
月間のうちに急激に体重が減少してしま
い、また、以前はご自分で歩くことができて
いたのが、段 と々歩くことも難しくなり、最
終的には車いすで移動するようになって
しまいました。在留資格がなく、国民健康

保険への加入もできなかったため、医療
費の支払いが心配で満足に医療にもかか
れないという状況でした。病状が心配なた
め、一度大きな病院に行ってみましょうと
ご本人と話し、東京都の無料低額診療事
業を通して総合病院を探してもらうことに
なりました。
　少したって受け入れ病院が見つかり、ス
タッフと一緒に受診することになりました。
いろいろな検査をし、その結果、最終的に
末期のがんが見つかりました。医師から
は、病状の説明、積極的な治療は難しいと
の話とともに余命についても言及がありま
した。ご本人は黙って医師の話に耳を傾
けておられましたが、ショックだったと思
います。受診後に病院のソーシャルワー
カーを交えて話し、国にはご家族がおら
れ、少しでも残された時間を自分の国で
家族と過ごしたい、本国に帰りたいとはっ
きりとした口調でおっしゃいました。

　その後は、帰国が実現するよう、一緒に
大使館と入国管理局へ行き、帰国に必要
な書類を得るなどの手続きを幣団体で進
めました。ご本人は日に日に衰弱が激しく
なり、一人で立ち上がることもできない状
態になってしまったのですが、介護保険や
介護ヘルパーなども使うことができない
ため、買い物・掃除・洗濯や入浴など身
の回りの世話は、弊団体スタッフとボラン
ティアが週 2～ 3 回お部屋を訪問しサ
ポートしていました。

　ある日、JELAがリラ・プレカリアのキャロ
ルさんをジェラハウスに連れて来てくださり、
ご本人のお部屋でハープの演奏をしてくだ
さったこともありました。  その際にもらった
ハープ演奏のCDを、ご本人は嬉しそうにお
部屋で流されていたのを覚えています。

　がんが判明してから約 2 か月後、Ａさ
んは弊団体スタッフ同行のもと、本国へ帰
国されました。この二人分の航空運賃は
JELA がご支援くださいました。空港に迎
えに来た家族をご覧になったときのＡさ
んの笑顔は忘れられないものだった、と同
行したスタッフから報告を受けています。
しかし、ほどなくして本国のご家族より、Ａ
さんが亡くなられたとの報告を受けまし
た。残念なことですが、Ａさんにとっては
生まれ故郷で家族に見守られながら息を引
き取ることができて幸せだったと思います。

　日本にいる難民の方々の高齢化も進ん
できています。今後、日本に家族がいない
ため、Ａさんのように介護が必要になって
くるケースも出てくると思います。言葉や
文化の違いから日本社会からも孤立して
しまい、必要な社会保障へのアクセスも限
られていますが、少しでも多くの難民の
方々が人間らしい生活ができるよう、弊団
体では政策提言も含めた働きかけを継続
しつつ、生活・法律両面でのサポートを
続けて参りたいと思っております。

難民支援

締切り迫る！
2015米国グループ・ワークキャンプ参加者募集中
　　　　参加者を５～10名前後募集します。
　　　申込期限は2015年4月末日（必着）
◆　派遣期間：2015年7月23日（木）～8月5日（水）

◆　内　　容：ニューヨーク州（またはその近辺の州）でのホーム

ステイとワークキャンプ（家屋修繕、聖書の学び等を通して信仰的･

人間的成長を促すプログラム）に参加。

◆　参加費用：20万円　*値下げしました。

パスポート・ビザ取得費用、海外旅行保険費用、派遣確定者説明

会会場及び出発・帰国時の集合場所（成田空港）から居住地まで

の交通費や、前泊・後泊する場合の宿泊費用については、上記の

参加費とは別に個人負担となります。

◆　問合せ・申込用紙請求先：

　　　JELAアメリカ・ワークキャンプ係り（窓口：星崎、奈良部）

　　　電話：03-3447-1521／ファクス：03-3447-1523／　

　　　E-mail: jela@jela.or.jp

※募集要項の詳細は、JELAホームページ（www.jela.or.jp）でも公

開中です。ご覧ください。皆様のご参加をお待ちしています。

日本を去るAさん

リラ・プレカリアのキャロルさん

難民と相談する土岐さん



支援者一覧

第３回川柳ひろば　入選作発表
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一般社団法人

[ 編集余話 ]　
　ひどく混んだ通勤電車内でスマホをいじく
る人がいる。こちらの身体に機器が触れてい
るのを無視して操作を続ける輩には「無礼
者！」と言いたいが、災難を恐れて我慢する。
目の前や真横の席の御仁がスマホに熱中し
ている場合も要注意。画面操作のせわしな
い動きが気になり、読書に浸れないからだ。
仕方なく、「メタボ腹スマホよけつつ凹ませ
る」と川柳を頭の中で詠むか、ひと眠りするこ
とにしている。こういう環境のせいか、聖書の
黄金律が最近よく浮かぶ。「人にしてもらい
たいと思うことは何でも、あなたがたも人に
しなさい」だ。これには「してほしくないことは
人にもするな」という意味も含まれるだろう。
車内が黄金律に支配され「通勤スマホ地獄」
から脱出できる日を待ちこがれているが、当
分来そうにない。（Ｍ）

〒150-0013　東京都渋谷区恵比寿1-20-26
Tel.03-3447-1521  Fax.03-3447-1523

Email: jela@jela.or.jp  
HP:http://www.jela.or.jp

郵便振替口座番号：00140-0-669206 
加入者名：一般社団法人日本福音ルーテル社団 

JELAの活動にご支援を！
各種献金のご送金は下記をご利用下さい。
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　2007 年から毎年秋にルーテル市ヶ
谷教会で催され、JELA のアジア子ども
支援と東日本被災者支援のために、そ
の収益を寄付していただいている
「LOVEコンサート」が、このたび地方公
演として2月28日（土）午後 4時から
日本福音ルーテル大阪教会を会場に行
われました。
　このコンサートは著名なボイストレー
ナー安ますみさんが指導するジャズ
ボーカリストの方々がボランティアとし
て出演するもので、このたびも14 名の
ボーカルにピアノ、キーボード、ベース、
ドラムを加えて、会場いっぱいに迫力あ
るサウンドを響かせてくれました。
ジャズ、ポップスの名曲を堪能した200
名を越えるお客様からは、来年もぜひと
いうリクエストも頂き、出演者の方々も
大変喜んでいました。
　大阪教会を通して頂いた寄付金は、
31 万円余りになりました。東北の被災
者にハープと歌による祈りを届ける「リ
ラ・プレカリア」（祈りのたて琴）の活動
のために用いさせていただきます。ご来
場いただいた皆様、またスタッフ関係者
の皆様ありがとうございました。

　東日本大震災被災者支援の記事は、4
ページにも掲載しています。ご覧ください。

【東日本大震災被災者支援】LOVEコンサート大阪に200名を超える来場者


